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          CUSHING'S SYNDROME, A CASE REPORT 

            Naotaka  MIYAO,  Mitsuru FUKUSHIGE and Tokuji KATO 

        From the Department of Urology, Hiroshima University School of Medicine 

                          (Directer  : Prof. T. Kato, M. D.) 

   The report deals with a case of 40 years old female who demonstrated Cushing's syndrome 

with obesity, moon face and so on. Pneumoretroperitoneum showed tumor of the left adrenal 

gland which was removed operatively. The histological examination of the tumor revealed 
highly differentiated cancer of the adrenal cortex. Literatures were reviewed to collect the 

cases of cancer of the adrenal gland associated with Cushing's syndrome reported in Japan.

緒 言

1932年Cushingが 満 月様 顔貌,水 牛型 の肥

満等一連 の症状 を 呈 す る疾患 をPituitaryba-

sophilis皿 と報 告 し,Kepler,Albrightに よ

り副腎皮質 の糖質 ホル モンの過 剰に よ り,よ り

多 く見 られ るこ とが 明 らかに され,本 邦におい

て も黒岩 の 報 告以来 多数 の 報告 例が 見 られ る

が,今 回われわれ は副腎皮 質癌 に本症候群 を伴

った1例 を経験 したので報告 し,併 せてCushing

症候 群におけ る副 腎癌 の集計を行な った.

症 例

患老=川 ○サ○子,40才,主 婦.

初診:昭 和40年2月25日.

主訴:顔 面の発赤ならびに肥満.

既往歴=異 常なし.

家旗歴:異 常なし.

現病歴:生 来肥満体であったが,2～3年 前より頭

髪の抜けるのに気附 くようにな り・同時に躯幹,四 肢

に硬毛ならびに座瘡を来たし,昨 年11月 ごろより顔面

の 満 月 様 肥 大 な らび に 顔 面 の 発 赤 に 気 附 い て来 た.本

年2月15日 被 爆 内科 受 診,Cushing'sSyndromeの 疑

い に て 当 科へ 転 科 した 。

現 症:身 長154cm,体 重70kg,胸 囲107cm,腹 囲

97cm,栄 養 良 好,顔 面 は 発 赤 な らび に満 月様,胸 部 内

県 所 見 異 常 な く,前 胸 部,背 部 に,硬 毛 な らび に座 瘡

を 多 数 認 め 一 部 色素 沈着 を見 る.腹 部 に も同様 硬 毛 を

認 め 両 側 腎 は ふ れ な い.四 肢 に も硬 毛 多 数 を認 め る.

外 陰 部 異 常 な し(写 真1,2,3).

入 院 時 検 査 成 績=血 圧 は 最 高200～170mmHg,最 低

130～120mmHg.

血 液 一 般 検 査

白血 球 数10×103,赤 血 球 数570×104,Hb150%

(ザ ー リー),白 血 球 分 類BasophileO,Eosinophile

1.0%,Lymphocyte13%,Monocyte15%,Meヒa-

myelocyte3.0,NeutrophileI核8.0%,H,HI,

IV,V核 の 合 計60%,出 血時 間,1分30秒,凝 固 時 間

開始3分30秒,完 結10分.

尿 一 般 検 査

蛋 白(+)ビ,糖(+),赤 血球(一),白 血 球0～

1/1視 野.

血 清理 化 学 所 見

総 蛋 白6.69/d1,A/G1.03,総 ビ リル ビン0.4mg/



244 宮尾他:Cushing症 候群を伴った副腎皮質癌の1例

d1,CCFT(一),TTT3u,総 コ レス テ ロ ール106mg/

d1,ア ル カ リフ オス フ オタ ー ゼ10u,GPT32u.

Na140mEq/1,K4。1mEq/1,C196mEq/1,無 機

P2.8mg/d1,Ca4.5mEq/1,HCO372Vo1%,血 糖

82mg/dl.

泌尿 器 科 的 検 査:後 腹膜 気 体撮 影 な らび に 静 脈 性 腎

孟 撮 影 併 用 に よ り,左 腎 の下 方 へ の 圧 迫 な らび に 腎上

極 に手 拳 大 の 腫 瘤 を 認 め た(写 真4;図1).

7

ら

(図1)

7umor

腎機 能 検 査

PSP初 発7分,15分20%,30分15%,1時 間10

%,2時 間15%.

Fishberg濃 縮 試験 最 高 比 重1026,

最 低 比 重1020.

BMR十10.5%

内分 泌 学 的 検 査

尿 中17-OHCS35.1mg/day

尿 中17-KS1圃70mg/day,2回79.5mg/day

Cortison負 荷 試 験(尿 中17-KSの 変 化)

対 照200mg×1200mg×2200mg×3

・9.・m・/d184,2m・/・11・ ・m・/d177.・m・/d1

Thorn'stest35.8%

総エス トローゲソ(尿 中)160.Or(Hydroquinon

Kober法)

以上の所見より左副腎腫瘍特に癌腫を疑って3月22

日に腫瘍易IJ出術を施行した,

手術所見=全 身麻酔の下に左腎摘位腰部横切開にて

後腹膜腔に達したところ,腫 瘍は左腎を下方に圧迫 し

周囲との癒着はさほど強 くなく腎との剥離も比較的容

易に行なわれたが,周 囲よりの異常血管が多数入 りこ

み,血 管壁脆弱なため出血高度であったが,こ れらを

結紮して腫瘍を取 り出した,

捌 出標本

腫瘍3239,弾 力性で一部には硬い部分 もふれ,そ

の割面において高度の出血ならびに壊死を認めた(写

真5),

組織標本

円形の比較的クロマチソに富む核を有する弱好酸性

でやや原形質豊富な上皮性腫瘍細胞が毛細血管を基質

として球状,索 状の胞巣を形成しながら高度の増殖を

示し,腫 瘍細胞は均一性ではあるが,部 分的には原形

質の空胞性の ものも集籏的に 認め られ,Mitosis,

Pleomorphism等 の所見はさして顕著ではなく,腫 瘍

細胞の異常性は比較的少ないけれ ども,出 血壊死等の

所見が高度で増殖の高度なることがうかがわれ,高 度

に分化を見た癌腫の像を呈している(写 真6,7).

術後Cortisoneacetate50mg6時 間置きに投与を

行ない,適 宜Predonisolonephosphateの 投与を行

ない,術 中3,000ccの 出血があり,術 後も出血が予測

され,術 中術後で4800ccの 輸血を行なった.術 後の

血圧低下防止のため,生 理的食塩水に,ノ ルア ドレナ

リンを加え,持 続点滴により血圧を一定に保ち,血 中

電解質の測定を午前と午後に 行ない補液に注意した

が,術 後2日 目より脈搏120/分 以上の頻脈を来たし,

術後3日 目・心不全のため惜 しくも死亡した.

考 按

緒言において述べた ごと く,1932年Cushing,

H・ がPituitarybasophnismと 報 告 して以来

Kepler(1934年)はMayoClinicに おけ る経 験

か ら本症候 群を 呈 す る患 者はPituitarybaso-

philismは 意外 に少 く,副 腎 の過形成,腺 腫,癌

腫が多 く見 られ るとし,Rynearsonは153例 中

12例 に おいてX-Rayに て トル コ鞍 の拡 大,眼

症状 を 呈 した と報告 し,本 邦に おいては 黒岩

(1937年)の 報告以来1965年 までに207例 で そ

の内癌腫は14例 の報 告が ある.性 別 に 関 して

は,三 宅は本邦165例 中 男50,女115例 と女性 に

多 く,年 令に関 しては本症50例 中20才 ～40才 に

おいて32例 とその大 部分を しめ,活 動期 の女性

に多 く 見 られ る.Cushing症 候 群を 伴 える副

腎所見 に 関 して,渋 沢は5才 以下 は90%に お

いて癌腫,10%に 腺 腫,成 人に おいては 約

80%が 過 形成,15%が 癌 腫,腺 腫が5～10%

と報 告 し,沖 中 内科 の集計 に よる本邦62例 中,

過 形成20例,腺 腫35例,癌 腫7例 と報告 し,



宮尾他:Cushing症 候群を伴った副腎皮質癌の1例 245

本邦におけるCushing症 候群を示す副腎癌腫の報告例

年度

1951

1952

1954

1956

1959

1959

1960

1960

1962

1962

1964

1965

1965

年令i性

26

12

43

4

28

21

43

46

37

40

女

女

男

女

女

女

女

女

女

女

譲 臨 の大きさ 組 織
ホルモソ検査

(一)

右副腎
易1拙術

左副腎
易1出術

右副腎
別出術

,(一)

9.5×6.5×9cm

8×5.8×5,6cm

1009

左副腎109
右副 腎59

尿 中170HCS

左副腎腺癌瞳 瓢

皮 質 癌

両側皮質癌(
腺癌)

1,、奏含躍 藩む)皮

30×25×15cm

3,2609

質 癌

皮 質 癌

癌

皮 質 癌

尿 中17KS

30.6mg/day

Jailertest(一)

尿 中17KS
26～35mg/day

Jailertest(一)

尿 中170HCS

増 加

備 考

右副腎
別出術

右副腎
別出術

右副腎
別出術

右副腎
易咄 不
能

左副腎
別出術

9.0×8.5×5.0

1909

2009

15×11×7cm

6509

10×10×4。5cm

3239

手術 の腰 麻 シ ョ ッ ク死,剖

検 に よ り 肝,肺 へ 転 移,
Crookeの 変 化 あ り

癌

腺腫なれど
一部悪性化

腺 癌

癌

癌

皮 質 癌

右副腎部石灰化あり,手 術
後ウッ血性心不全あり,6
カ月後死亡

手術後31時 間で死亡,剖 検
によりCrookeの 変性と肺

転移あ り

剖検によりCrookeの 変性
と第3脳 室の拡大あり

膿胸にて死亡,剖 検により
肝転移あり

尿 中170HCS

尿轟7惚9/day手 術後治癒
50～70mg/day

尿 中!70HCS,
17KSは 正 常

尿 中170HCS

33.6mg/day

尿 中17KS43.5
～81 .2mg/day

ACTH,Jailer

test(一)

尿 中170HCS
l7.7～20mg/day

尿 中17KS
80.7mg/day

尿 中170HCS
75mg/day

尿 中17KS
15～100mg/day

尿 中170HCS
35.lmg/day

尿 中17KS
79.5mg/day

Jailertest(一)

既往に左腎結石があって腎
易ll出している

手術後1年8カ 月生死不詳

手術後3日 目急性心不全に
て死亡

手術後3日 目心不全にて死
亡

報 告 者

原 沢11),井 林12)

沖 中13),市 川14)

中 村3)

屋 形15)16),楠18)
19)2ω
,阿 部 且7),柿

崎21)

北 村22),平 田23)

村 上24}

三 好25》,

甲 斐26}27》

和 田28)

田 端29)

横 山30)

渋 沢3!)32)

白 石33)

山 際34)35)

堀 内s6)

赤 松37,,北 川38)

自験例

Levine,Smith等 の外 国例310例 に おいては,

過形成72%,腺 腫16%,癌 腫12%と 報 告 してい

る.

特 に 副 腎 皮質癌に 関 してLipsettは38例 の

内,年 令 は12ヵ 月 ～62才 に わた り・性別では38

例 中23例 は 女性で あると報告 し・副腎皮質癌 に

ょって産生 され る ステ ロイ ドの 内では17-KS

が最 も高 くて50mg～200mg/dayそ れ 以上示

す とし,ス テ ロイ ド排泄値 と内分泌 的症候 との

関連について成人男子 で過剰 の17-KS排 泄 を

示す7例 中 男性 化0,17-OHCS過 剰 の6例 中

Cushing症 候 群3例,女 性で過剰 の17-KS排

泄 を示す19例 中18例 に 男性 化,過 剰17-OHCS

の18例 中Cushing症 候 群を15例 に 認 めてい
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る.

Cushing症 候 群の臨床所見 にお いて,尿 糖 は

20～25%に 見 られ,血 液所見 においても,リ ン

パ球,好 酸球の減少,好 中球 の増加特 に高血圧

を示す症例が多い とされ,近 年高血圧症に おけ

る治癒可能な る高血圧症 とされ,Raker等 に よ

ればCushing症 候 群63人 の 内51例 に おいて拡

張期圧100mHg以 上 の高血圧を示 し,5例 の

皮質癌中4例 に高血圧を認め2例 においては収

縮期圧200mmHg以 上,拡 張期圧110mmHg

の 高値 を示 した と報 告 してい る.

さ て われわれ の 症 例に おいて も,満 月様顔

貌,水 牛型の肥満,高 血圧等一 連のCushing

症 候 群を呈 し,特 に内分泌学的検査に て,尿 中

17-OHCSは35.1mg/dayと 高 値 を示 し,同 時

に尿中17-KSは79.5mg/dayと 高 値 を呈 し,

副 腎 の抑制試験 におい ても,尿 中17-KS値 は

変化な く,後 腹膜気体撮影に より巨大 な腫瘤 を

証明出来,臨 床的には副腎 の悪性腫瘍が濃厚で

手術的に劉 出を行な った後,組 織学的検査 を行

な うに高度に分化を認めた癌腫の1例 であった.

結 語

40才 の女子,肥 満,満 月 様顔 貌等 一連 の

Cushing症 候群を呈 し,後 腹膜気体撮影で左副

腎腫瘍を認めこれを摘出したところ,組 織学的

には高度に分化せる副腎皮質癌である1例 を報

告 した.な お併せて本邦におけるCushing症

候群を示す副腎癌腫の集計を行なった.

本論文の要旨は第13回 日本内分泌学会西日本地方会

において発表した.な お病理組織所見につき御教示を

得た広大病理学山田教授に謝意を表する.
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